
小名浜港 国際バルク戦略港湾

東日本地域の
エネルギー（石炭）供給を支える拠点港を目指して

（安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港）

応募港湾 重要港湾 小名浜港

応募者（港湾管理者） 福島県

応募対象品目 石炭
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■小名浜港の特徴
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■小名浜港の特徴 ２

・・・・・・ 安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港 ・・・・・

【小名浜港の沿革】

明治以降
・常磐炭鉱から産出する石炭を京浜方面に積み出
す基地として発展

昭和39年
・新産業都市に指定され臨海工業地域形成

昔の小名浜港の写真

昭和初期の小名浜港

現在の小名浜港

（平成20年）

エネルギー貨物の取扱量の割合

全貨物取扱量のうち、エネルギー貨物の
取扱割合 ７５％

全貨物取扱量
のうち石炭の
取扱割合

３３％

石炭
(33%)

原油, 363  
(20%)

重油, 262  
(14%)

石油製品, 
144  

(8%)

その他 , 460  
(25%)

, 606  

75％

（平成20年）

全取扱量 1,835万ﾄﾝ単位：万ﾄﾝ



■小名浜港の特徴 ３

・・・・・・ 安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港 ・・・・・

【小名浜港の石炭取扱量】

全国での取扱量 １４位

公共埠頭での取扱量 全国１位

【小名浜港の役割】
首都圏（８都県）への電力供給源としての役割
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資料：港湾統計年報（平成 19 年） 

例：①は取扱量の順位
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（丸数字は全国の順位）

 
 

★新地（相馬共同：石炭：200万kw）
相馬港：専用-14m 459万㌧（H21）

★原町（東北：石炭：200万kw）
専用港：専用-14m 472万㌧（H21）

★広野（東京：石炭（60万kw）・重油・ガス：380万kw）
小名浜港：公共-14m → 専用港：専用-10m 137万㌧（H21）

※6号機（石炭：60万kw）H25運用開始予定

★常陸那珂（東京：石炭：100万kw）
常陸那珂港：専用-18m 222万㌧（H21）

※2号機（石炭：100万kw）H25運転開始予定

★能代（東北：石炭：120万kw）
能代港：専用-14m 300万㌧（H21）

★酒田（酒田共同：石炭：70万kw）
酒田港：専用-13m 145万㌧（H21）

●

●

●

●

●
●

★勿来（常磐共同：石炭・重油：162万kw）
小名浜港：公共-13m、339万㌧（H21）

●

能代火力

酒田共同火力 相馬共同火力

原町火力

広野火力

勿来共同火力

常陸那珂火力

（福島県内に立地する
火力発電所）

東北・北関東に立地
する石炭火力発電所

鹿島火力

首都圏電力に占める福島県電力移出量の割合
（Ｈ２０）

福島県の
原子力
水力

常磐



■小名浜港の整備状況 ４

・・・・・・ 安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港 ・・・・・

【小名浜港の大水深岸壁の整備状況】

東港地区（人工島）の
活用により

「国際バルク戦略港湾」への
対応が可能

【小名浜港 東港地区】

平成６年度
東港地区（人工島）に着手

平成２２年度
埋立開始

平成２６年度
一部供用

東港地区岸壁(-14m)

(整備中)

7-1・2号（-13m）

6-1号（-14m）

5-1号（-12m）

延長(m) 水深(m) 備考

５－１号 ２４０ －１２．０ 供用中

６－１号 ２８０ －１４．０ 供用中

７－１号 ２７０ －１３．０ 供用中

７－２号 ２７０ －１３．０ 供用中

東港地区 ２８０ －１４．０ 整備中（H26供用予定）



■石炭の取扱量の見通し

【２０１５年】

取扱量
８８１万トン

５

・・・・・・ 安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港 ・・・・・

【２０２０年代】

取扱量
９８９＋α 万トン
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東港地区の早期供用により目的達成が可能

■国際バルク戦略港湾としての目的

小名浜港における「国際バルク戦略港湾の目指すべき姿」

東日本地域の
エネルギー（石炭）供給を支える拠点港を目指して

（安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港）

小名浜港の「国際バルク戦略港湾としての目的」

①安価なエネルギー（石炭）の調達
➢海上輸送コストの削減

（大型船舶での一括大量輸送による海上輸送コストの削減）

➢調達コストの削減

②安定的なエネルギー（石炭）の調達
➢調達先の多様化
➢コールセンター機能の充実

６

・・・・・・ 安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港 ・・・・・



■国際バルク戦略港湾としての目標

既に水深１４ｍ岸壁を保有、

滞船解消に向け東港地区を整備中

（-14ｍ）

ケープサイズ船
（満載入港）

パナマックス船
（満載入港）

水深２０ｍ岸壁は東港地区の

計画変更により対応可能

①２０１５年までに
水深１４ｍでの供用

②２０２０年代までに
水深２０ｍでの供用

７

・・・・・・ 安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港 ・・・・・

-20m

岸壁水深２０m

積載量（満載）
175,000DWT

-17.7m(満載喫水)

-14m

岸壁水深１4m

-12.0mまで

積載量（満載）
70,000DWT

（-20ｍ）



■輸入効率化のための企業連携の促進

①電力会社間による共同配船（２港寄り）の実現

②小名浜港背後の複数企業による共同調達の実現

③小名浜港を広域的な配送拠点とした二次輸送の実現

・ファーストポートを小名浜港、セカンドポートを
相馬港、茨城港、鹿島港、酒田港として実現が可能

・複数の電力会社がケープサイズ船等の大型船舶を共同配船（２港寄り）

・大口荷主を主体とした共同調達等により実現が可能

・内航フィーダーの活用により、さらなる広域的（東北・北関東地域）な
二次輸送の実現が可能

・化学工場等、自家発電用の石炭を扱う小口企業の共同調達

・既に広野火力発電所への二次輸送を実施中

８

・・・・・・ 安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港 ・・・・・



■大型船舶に対応した港湾機能の拠点的確保

・・・・・・ 東日本地域のエネルギー（石炭）供給を支える拠点港 小名浜港 ・・・・・

ケープサイズ船
（満載入港）

パナマックス船
（満載入港）

2015年（H27年） 2017年（H29年） 2020年（H32年） 2020年代

ケープサイズ船
（喫水調整）

ポストパナマックス船
（満載入港）

（-14m）

（-16m）

（-18m）

（-20m）

現行主力船の
滞船解消

現行利用船の
満載入港

最大級の輸送船
喫水調整での対応

最大級の輸送船
満載入港

（水深）

※ポストパナマックス船
・・・小名浜港入港最大船型

輸送コスト削減効果を最大化する戦略的な段階整備

船 種 最大積載量 満載喫水 必要水深 船長

パナマックス船 70,000DWT 12.0ｍ 14.0ｍ 225ｍ

ポストパナマックス船※ 88,000DWT 14.2ｍ 16.0ｍ 240ｍ

ケープサイズ船 175,000DWT 17.7ｍ 20.0ｍ 292ｍ

９

増
深

増
深

増
深

岸
壁
-20
ｍ
対
応



民間運営会社による一体管理運営
（イメージ）

民間運営会社による管理運営

■「民」の視点での効率的な運営体制の確立

民間運営会社の設立 既存大水深岸壁（埠頭）の一体貸付

５・６・７号埠頭及び東港地区の
民間運営会社による一体的管理運営

１０

・・・・・・ 安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港 ・・・・・

臨海部産業エリアの指定を申請予定
（国からの１／３補助制度の活用）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民間整備 

岸壁 頭埠用地 

(貯炭場) 

アンローダー 

(石炭船) 

公共整備 

民間貸付(長期一括) 

貯炭設備 
（ベルコン等） 

7号ふ頭
5・6号ふ頭

東 港

6-1号(-14m)
5-1号(-12m)

7-1,2号(-13m)

東港地区岸壁(-14m)

(整備中 )

臨海部産業エリア
（申請予定エリア）

民間運営会社

港湾運送事業者
荷主

電力 会社

石炭利用 企業 等

行政
（ 福島県 ・いわき市 ）

出資（資本参加）

出資（資本参加）出資（資本参加）

埠頭用地

貯炭設備
（ベルコン等）



■小名浜港の地理的優位性

東北・北関東の
石炭火力発電所

▼
小名浜港を
中心に立地

１１

・・・・・・ 安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港 ・・・・・

●
●

●

●

●
●

小名浜港

★常磐共同火力

★サミット小名浜

★クリーンコール

★常陸那珂火力

★原町火力

★相馬共同火力

★能代火力

★酒田共同火力

小名浜港を中心に立地

★広野火力

●

★鹿島火力



 

沖合展開 

航路浚渫 

埋立用地が確保 

■小名浜港の施設の物理的優位性

①パナマックス船に対応した岸壁整備と供用 （2015年目標）

既にパナマックス船対応の水深（-14ｍ）岸壁 整備済

さらに、滞船解消に向けて東港地区に大水深岸壁 整備中

東港地区の現計画
水深（－１４ｍ）岸壁

▼
水深（－２０ｍ）岸壁

（ケープサイ ズ船対応）に変更対応可能
泊地等増深時の発生浚渫土砂等

▼
東港地区埋立地で受入可能

（効率的な事業実施が可能）

１２

・・・・・・ 安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港 ・・・・・

さらに、将来的には沖合展開が可能

水深（-14ｍ）岸壁
整備済

滞船解消に向けた大水深岸壁
整備中

②ケープサイズ船に対応した岸壁整備と供用 （2020年代目標）

東港地区の有効活用により早期効
果発現が可能



■実現のための体制

①小名浜港国際バルク
戦略港湾・推進委員会

１３

・・・・・・ 安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港 ・・・・・

②小名浜港の今後を考える会

・小名浜港利用促進協議会を中心とした推進委員会の
設置

・港湾運送事業者、石炭関係ユーザーを中心とした民
間運営に関する意見交換会

重要港湾 小名浜港
国際バルク戦略港湾政策

小名浜港利用促進協議会
（港湾関係事業者、福島県、いわき市）

小名浜港利用促進による地域経済の振興

小名浜港国際バルク戦略
港湾・推進委員会

H22.7.7～

小名浜港の今後を考える会
（港湾運送事業者、石炭関係ユーザー）

民間運営に関する意見交換会

H22.3.2～

国
小名浜港港湾管理者

（福島県）

＋

協力体制の確立



小名浜港背後に立地する電力会社の特徴（例）

■その他

常磐共同火力（株）

・平成20年度より炭化燃料（原料：下
水汚泥）の本格使用を開始（石炭
との混焼率約１％）

・平成23年２月から木質バイオマス
燃料（木質ペレット）を約３％、石炭
に混ぜて燃焼し発電予定

→ＣＯ２削減効果約１５万トン／年間

・日本のトップレベルの混炭技術・ノ
ウハウを駆使しながら常時２～４炭
種を混炭利用

１４

・・・・・・ 安価で安定したエネルギー（石炭）調達を支える港湾 小名浜港 ・・・・・

（株）クリーンコールパワー研究所
（10電力会社の出資）

・石炭ガス化複合発電（ＩＧＣＣ）の
実証実験中
※ ＩＧＣＣ：石油火力とほぼ同程度

のＣＯ２排出量で石炭利用発電

・平成19年度からは25万KWの実証プ
ラントで検証

ＩＧＣＣ実証機鳥瞰図


